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ドイツの就学前教育段階 (幼稚園)における科学教育
-バイエルン邦とチューリンゲン邦との場合一
田中 賢二
旧西 ドイツ地区 ･バイエルン邦と北隣の旧東 ドイツ地区 ･チューリンゲン邦とに焦点を
当て,就学前教育段階 (幼稚園)における科学教育がどのようなものであるのかを,いわば
幼稚園法,幼稚園教育要領などを手がかりにして,明らかにしてきた｡バイエルン邦では領
域の中の一部から,独立した領域で扱われることへ,変化してきていること,チューリンゲ
ン邦では,初等科学教育がバイエルン邦に依ったいわば西 ドイツ化があったこととは異なり,
独自の道を進んできていること,両邦とも,科学教育の特徴的な実験活動の推奨,そして,
物理や化学分野を多く扱うことに至ることで共通していることなどを,指摘できた｡
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I.はじめに
就学前教育段階のキンダーガルテン(Kindergarten)
が, ドイツ以外でも使われていることからでも判る
ように, ドイツの幼稚園は古 くから世界的に注目さ
れている｡東西 ドイツ統一 (1990)以後, ドイツ
(ドイツ連邦共和国)の幼稚園の科学教育は,どの
ようになっているのであろうか｡
筆者は,既に,いわゆる西 ドイツの構成ユ1邦の
一つであったバイエルン邦の幼稚園に焦点を当て,
1980年代中頃の時点で,科学教育がどのように存
在し,どのような動きにあるかを考察してきた1)0
一方, ドイツ統合 (1990)以前のいわゆる東 ドイツ
(ドイツ民主共和国)の幼稚園における科学教育の
状況は,宮野が明らかにしている2)｡この旧東 ドイ
ツ地区には,5つの新構成邦の一つとして,バイエ
ルン邦の北隣にチューリンゲン邦が作られた｡チュ
ーリンゲン邦に焦点を当て,いわゆる西 ドイツ化の
中で,旧東 ドイツ地区の科学教育がどのように変化
してきているかを,既に,中等教育段階の教科 ｢物
理｣,初等教育段階の教科 ｢学校園｣,更に,初等教
育段階の科学教育について,明らかにしてきた3･4,5'｡
とりわけ,教科名 ･授業時間数 ･テーマ領域などか
ら,旧東 ドイツ地区のチューリンゲン邦の初等科学
教育が,旧西 ドイツ地区で南隣のバイエルン邦に依
ったことを,示すことができた｡就学前教育段階
(幼稚園)の科学教育にも,同じようなことがある
のであろうか｡
筆者の先行研究成果の発展,歴史 ･比較の視座に
立ち,引き続き,本稿の目的は,16邦の中からこ
のバイエルン邦とチューリンゲン邦とに焦点を当
て, ドイツの就学前教育段階 (幼稚園)における科
学教育の現状を,いわば幼稚園法,教育要領などを
手がかりにして,明らかにすることである｡
Il.就学前教育 (幼稚固)
l.1.幼稚固
ドイツを,日本との比較で大雑把に言えば,面積
はほぼ同じで,人口は2/3である｡ ドイツにおけ
る就学前教育段階に属する3歳～5歳児の幼稚園な
どへの在籍率と者数6)を,日本との対照で,示せば,
表1となる｡
表 1.ドイツおよび日本の就学前教育段階
(3-5歳児)における在籍率/音数-2000年
ドイツ 日 本
3-5歳 5歳 3-5歳 5歳
在 籍 率 % 71.6 83.1 83.9 95.6
在籍者数万人 171.0 64.3 303.37 117.75
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表 2,3は, ドイツの連邦社会法であるいわば児
童福祉法 (｢児童ならびに青少年援助法｣I(indeト
undJugendhilfsgesetz)7'における年齢 と幼稚園と
の規定である｡
表2.ドイツの児童福祉法における年齢規定
7条 定義
(1)この法典での定義は以下である
1.(2)～(4)で別のことが定めていない限りで,14歳以下の
者は児童 (Kind)である.
2.14歳から18歳に達しない者は少年 (Jugendlicher)で
ある｡
3.18歳から27歳に連しない者は青年 (jungerVolu弘riger)
である｡
4.27歳に連しない者は若者 GungerMensch)である.
5.民法の規定に従い一人ないし他の人問とともに一身の
監護権を有する者を監護権者とする0
6.一時的でなくそして実施の為だけでなく監護権者との
協議に基づき一身の監護権を見守る限りで,教育権者,
監誰権者,及び,その他18歳以上の者がいる｡
(2)1粂2項の意味 (親の教育権)では,18歳に達しない者
は児童 (Kind)である.
日本の児童福祉法では児童を乳児 ･幼児 ･少年と
に分けるが, ドイツの児童福祉法では児童 ･少年 ･
青年に分けることがあ り,本稿では,I(indを,過
常の邦訳である子供や幼児,小児などとするのでな
く,一括 して児童と訳出してお く｡
表 3.児童昼間施設としての幼稚園
24粂 昼間施設における支援提供の形態
溝3歳から就学までの間,児童 (Kind)は,幼稚園
(Kindergarten)への入園を,求めることができる.3歳
以下の児童と就学年齢児にとっても,必要に応じて,昼間
施設の入所が準備されるべきである○公的な児童福祉の設
置者は,全日にわたる施設入所への必要に応じた提供が行
ドイツの幼稚 園は,教育施設でな く福祉施設
(｢社会教育施設｣sozialpadagogischeEim chtung)
であ り,14歳までの児童に対する施設,総称そ し
て 通 称 キ ー タ (EITA:｢児 童 昼 間 施 設 ｣
Kindertageseinrichtung,mndertagesstatte)と呼ば
れている施設の一つ,いわば,日本における学校教
育法に基づ く幼稚園でなく,むしろ児童福祉法に基
づ く児童福祉施設の一つとしての保育所に対応 して
いるといえる｡しかし,教育段階や年齢から見れば,
就学前教育段階 (｢学校前領域｣vorschulischer
Bereich,｢基礎領域｣Elementarbereich)の施設に,
位置づけられている｡
ll.2.幼稚園法
バイエルン邦の幼稚国法 8)とチューリンゲン邦の
児童昼間施設法 9)から,幼稚園の定義や使命などの
言及を抜粋すれば,表 4,5,となる｡
表4.バイエルン邦 ･幼稚園法
1粂 定義
(1)幼稚園は学校前領域に属する施設である03歳から義務
教育 (Schulpflicht)開始までの児童の訓育 (ErziehLng)
と陶冶 (Bildung)に資する○
(2)幼稚園の入園 (Besuch)は任意であるo
9粂 大綱案 (Rahmenplane)
(1)幼稚園における訓育.陶冶活動は設置者の安住であるo
(2)訓育.陶冶目標の最小要求,人的配置,施設,保健福祉
(Gesundheitsftirsorge)が規定されている大綱案を,邦
表5.チューリンゲン邦 ･児童昼間施設法
1条 定義
(1)この法律でいう児童に対する昼間施設は,保育所,幼稚
園,学童保育所である｡
(2)保育所 (Kinderkrippe)は3歳児までの施設である｡
(3)幼稚園 (Kindergarten)は,通常,2歳半から就学まで
の児童に対する施設である｡
(4)学童保育所 (Kinderhort)は,就学義務を行使している
(学齢)児童に対する施設である｡組織的に学校の一部
になっている学童保育所は,この法律の対象外である｡
3条 任意牲 (Freiwligkeit)
旭童に対する昼間施設への適所 (Besuch)は任意である｡
21粂 使命
(1)幼稚園は,社会教育施設であり,世話 (Betreuung)を
するという使命に加えて,基礎領域における独自の訓育･
陶冶の使命を有している｡家庭教育 晩miliareErziehung)
を支援,補完し,児童に発達と陶冶の最良の機会をもた
らす｡家庭との継続的な連携をもって,訓育 ･陶冶の使
命を果たし,将に,
1.児童が最大限の自主性と自立性を得るよう援助し,学
習欲を刺激し強化すること
2.興味や能力を考慮して児童の創造性を奨励すること
3.児童の精神的能力と興味の展開を支援し,その際に,
身のまわりの基礎的な知織を体験可能性の幅広い提供に
よって伝えることという使命を果たす｡
(2)幼稚園は更にその発達に合わせて児童を基礎学校に送り
出すという使命を有している｡
(3)幼稚園における訓育･陶冶括動は設置者の黄任である｡
(4)児童に対する昼間施設を所管する省は,幼稚園における
訓育 ･陶冶活動が拠り所となる手引き (Orientierung)
を示す｡
幼稚園は,3 (2歳半)～5歳児が入園する施設
であること ;入園は義務ではないこと ;児童の養
護 ･世話だけでなく,いわば教育的機能 (訓育 と陶
袷)が求められていること ;所管省がいわば教育要
領,基準を示 していることを確認できる｡
なお,幼稚園を所管 している省は,それぞれ,バ
イ エ ル ン 邦 教 育 ･文 化 ･学 術 ･芸 術 省
(BayerischesStaatsministeriumftirUnterricht,
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Kultus,Wissenscha氏undXunst)でなくバイエル
ン邦労働 ･社会秩序 ･家庭 ･女性省 (Bayerisches
StaatsministeriumftirArbeitundSozialordnung,
FamilieundFralユen),チューリンゲン邦文イヒ省
(ThtiringerKultusministerium)でなくチューリン
ゲン邦社会 ･家庭 ･健康省 (ThtiringerMinisterium
firSoziales,FamilieundGesundheit)であり,各邦
のいわば文部科学省でなく,厚生労働省の所管であ
る｡
Jl.3.邦間調整 ･幼小連携
学校に関わる邦間調整は,文部科学大臣会議
(KMK:EultusmimsterkorLferenz)においてなされ
てい る ように,青少年大 臣会議 (JMX :
Jugendministerkonferenz)が幼稚園に関わる邦間
調整を行っている｡
なお,青少年大臣会議への出席は,児童 (Kind)
と青少年 (Jugend)との政策を別々の省に分けて
いる邦では,2名の大臣が出席するが,投票時には,
全ての邦が各一票の権利を持つだけである｡
2004年 5/6月に,初めて,青少年大臣会議と
文部科学大臣会議が,学校と青少年の福祉との分野
で共通の陶冶目標や広範な協力 決ー議 ｢児童昼間施
設における早期陶冶についての邦間の共通大綱
(GemeinsameRahmenderLanderftirdiefrtihe
BildunginKindertageseinrichtungen)｣10'･勧告 ｢陶
冶 ･訓育 ･世話の関連の強化と更なる発展(starkung
undWeiterentwicklungdesGesam tzusarnmenl1angS
vonBildung,ErziehurLgundBetreuung)･｣`1'-で一致
をみている｡いわば,各邦での幼小連携の模索,幼
稚園における教育機能の注目などを目指すものであ
る｡
前者の共通大綱 (GemeinsameRahmen)は,早
期教育 (fnheBildung)に向けて各邦の教育要領改
訂に際して考慮すべき事項を示した,いわばドイツ
の幼稚園教育要領の大枠である｡一方,バイエルン
邦とチューリンゲン邦の教育要領は,それぞれ,幼
稚園法,児童昼間施設法で定められている大綱案
(Ral1menplane),手引き (Orientierung)に対応す
るものである｡なお,これらは,ドイツの幼稚園が
いわば文部科学省でなく,厚生労働省の所管である
ことなどを考慮すれば,日本の (保育所)保育指針
に対応させることもできる｡
Il.科学教育
日,1.幼稚園教育要領 (共通大綱)
いわばドイツの幼稚園教育要領の大枠である昼間
児童施設における早期教育に関する諸邦の共通大綱
において示されている6つの陶冶領域は,表6であ
る｡
表6 青少年大臣会議で想定された児童昼間施設に
おける6陶冶領域 (Bitdungsbereiche)
1.会話,文字,コミュニケーション (Sprache,Schrift
undl(ommunikation)
2.個性伸長 .仲間作り,価値教育/宗教教育 (Personale
umdsozialeEntwicklulg,Werteerziehung/religioseBildumg)
3.数学,自然科学, (情報)技術 (Mathematik,
NaturwiSsenschaft,(hformations-)Technik)
4.音楽教育/ メデ ィア との交流 (Musische
BildungFUmgangmitMedien)
5.身体,遊動,健康 (Ⅹ6rper,Bewegung,Gesundheit)
6.自然環境と文化的環境 (NaturumdkultureleUmwelten)
科学教育に関する陶冶領域は,筆頭でなく,3番
目と最後6番目に位置づけられている,3.数学,
自然科学,(情報)技術,卑び,6.自然環境と文
化的環境である｡いわば,日本の小学校の教科に別
して言えば,図画工作,算数,理科が一体となって
いるといえる｡また,日本の幼稚園における5領域
(健康,人間関係,環境,言葉,表現)における環
境と同様に,科学 (理科)という独立した教科や領
域を作り上げているものではない｡
表7は,この科学教育を含む陶冶領域を想定した
意味付けであり,領域を設定した理由が児童自身の
自然への興味関心,環境教育の必要性であると,解
することができる｡
表7 青少年大臣会議で想定された昼間児童施設に
お け る 科 学 教 育 を 含 む 陶 冶 領 域
(BHdungsbereiche)
3.数学,自然科学, (情報)技術
この年齢層の児童は,生命のあるなしに拘わらず自然科学
的に記される現象に,そして,英俊と観察に,大きな興味
を向ける｡数 ･畳 ･幾何との発達にあった扱い,数学的予
備知織能力を得るために,児童の好奇心と自然の探究慾と
が利用される｡児童の日々を特徴づける技術的情報技術的
器具の使用 ･仕様についての知識伝達も,実際的な扱いを
することになることも,関連している｡
6.自然環境と文化的環境
発達に相応しい環境教育は,自然との出会いから健康と価
値形成を越えて余暇や消費活動という多くの生活領域に触
れる｡児童の生活の場内で主として健全な環境利用が,広
く生じている害の排除が,生態経済社会の間の相互作用が,
持続可能な発展にとっての陶冶の意味で,中心的な観点で
ある｡自然,様々な文化的環境との出会いが,児童に可能
とされ,多様な位置づけを開くべきである｡
バイエルン邦とチューリンゲン邦のいわゆる幼稚
園教育要領,現行の大綱案 (Rahmenplane),手引
き･(orientiemng)の正式名称は,それぞれ,2003
年に公表された ｢就学までの児童の為の昼間施設に
おけるバイエルン邦の陶冶 ･訓育試行案 (Der
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BayerischeBildungs-undErziehungsplan furKinder
inTageseinrichtungenbiszurEinschulungEntwurf
ftirdieErprobung)｣12'と ｢早期児童教育の手引き
(Leitlinien触ihkindlicherBildung)｣13)である (以下,
簡単に,それぞれの邦の幼稚園教育要領と,称して
いく)｡なお,性格上,ともに,全ての幼稚園で一
斉に強制的に完全実施に移されるというものではな
い｡
日.2.領域.目標 ･内容
表8は,バイエルン邦とチューリンゲン邦の現行｣
幼稚園教育要領に基づ く領域 (保育内容区分)であ
る｡
表 8 バイエルン邦とチューリンゲン邦との幼稚園
教育要領における領域 (保育内容区分)
テーマ固有の支援桝点(TTLemenbezogeneFGrderschwerpunkte)
1.倫理.宗教の陶冶訓育
2.言語の陶冶訓育
3.数学の陶冶
4.自然科学 .技術陶冶 (Naturwissenschaftliche und
technischeBildung)
5.環境の陶冶訓育
6.メディアの陶冶訓育,情報技術教育の入門
7.美術 .造形.文化の陶冶訓育
8.音楽の陶冶訓育
9.遊動の訓育支援,スポーツ
10.健康の陶冶訓育
領域
1.言語とコミュニケーション
2.社会的.情緒的交わり
3.運動
4.遊び,造形,及び実験 (Spielen, Gestalten und
この表 8と表 6とか ら,この 2邦の教育要領
(2003)が ドイツ (全邦)の教育要領の大枠 (2004)
に影響を与え,あるいは,影響されたことを,窺う
ことができない｡ただ,区分の意味や数が異なるも
のの,科学教育を含む領域は,バイエルン邦では
10区分の一つ として自然科学 ･技術陶冶,チュー
リンゲン邦では4区分の一つとして遊び,造形及び
実験があり,同じように設定されているといえる｡
1980年代中頃の時点で, ドイツの幼稚園におけ
る科学教育を含む領域は,旧西 ドイツのバイエルン
邦では11区分の一つとして環境 ･事象との出会い
(Umwelt-undSachebegegmmg)であり,現在のチ
ューリンゲン邦が属していた旧東 ドイツでは8区分
の一つとして自然に関する紹介 (Bekanntmachen
mitderNatur)であり,ともに,20年程度後の今日
では,大きく変化 していることが窺える｡
前稿 3)では旧東 ドイツ地区のチューリンゲン邦の
初等科学教育が,教科名 ･授業時間数 ･テーマ領域
などから,旧西 ドイツ地区で南隣のバイエルン邦に
依ったことを,示してきた｡しかし,チューリンゲ
ン邦の就学前教育段階 (幼稚園)の科学教育には,
科学教育を含む領域だけをとっても,同じようなこ
とがない,つまりバイエルン邦の就学前教育段階
(幼稚園)の科学教育を拠 り所 としていないことが
わかる｡
領域に引き続き目標 ･内容に目をむけていく｡表
9は,バイエルン邦とチューリンゲン邦との幼稚園
教育要領において指示されている,科学教育を含む
領域の目標 ･内容である｡
表9 バイエルン邦とチューリンゲン邦との幼稚園教
育要領における科学教育を含む領域の目標 ･内容
バイエルン邦 ｢自然科学･技術陶冶｣:
自然科学技術の学習は以下の陶冶目標に資する｡
3歳から6歳児における目標
全体的な目標ThemenibergreifendeZiele
◆どのような実験でも児童は,実験秩序の組立の知識を学
び,五感でもって実験を認め,これを自ら行う｡
◆体系的な観察,比校,記城そして読みとりによって,児
童は自然科学技術的事象を意識的に知る｡児童らしい,
学問的な実験の繰り返した規則的な実施で,観察力も観
察の記職時の区分付けも高められる｡
◆実験から問いに対する答えを出し,その際に他の児童や
児童教育教員との協力や意見交換で検討する自分の考え
や仮説を立てる｡この知識雅得は更なる実験へ好奇心と
喜びを駆り立てる｡
｢化学と物理 (Chemieundf'hysik)｣における目標
◆児童は様々なものの特性についての知識を知る｡その際
に,もの (固体液体気体)の堅さと密度や特別な現象形
態とその生成 (例えば熟,蒸発)が問題である｡
◆児童はものを混ぜたり,簡単な体積,長さ,重さ,温度,
時間測定をできる｡
◆様々な実験方法を経て,物理学的な合法則性 (例えば,
重力)をもって最初の経験をする｡
｢生物 (Biologie)｣における目標
◆集める,区別する,整理することによって,また,名称
付けと記載によって,児童は様々な自然物の詳細 (例え
ば,莱,花,木,果実)を,学ぶことになる｡
◆ここの自然現象は児童にとって見ることができ活発に関
われる (例えば,種を播く,花の成長の観察,世話,記
録/動物の観察と交流)ので,意織的に体験することに
なる｡
◆観察,比較,記戦によって,児童は自然における短期長
期の変化に親しむことになる (例えば,天気の変化,季
節,自娯循環)0
｢技術 (Technik)｣における目標
◆自然科学的合法則性が示される様々な技術的応用を体系
的に発見する機会を持つことになる｡ (例えば,てこ,
梁,天秤,磁石,斜面,輪)
チューリンゲン邦 ｢遊び,造形及び実験｣:
児童は遊びの中で世界を知っていく｡遊びで,児童が世
界の如拙を雅得し救い,問題解決の能力を開発し,社会関
係を作り,及び独自の動因から環境を調べる｡日 新々しい
ことを見つけ,身の回りを観察し調べる能力を持ちうる｡
遊びの可能性の多さから,認知社会情緒的発展や創造性と
言語開発が,決定的に影響を受ける｡
幼稚園ではとりわけ児童の遊び,造形及び実験において学
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習が起こる｡全ての児童は,活発だが一面的に定められて
いない,多様な情動を可能にする広い場所で過ごす｡児童
は,内外で身の回りを加工でき,自ら自主的に体験可能で
ある｡考えを実現でき,その際に,自分たちの考え方と時
間的なリズムに従いうる｡
･ファンタジー遊びとロールプレーとで,児童はいろいろ
な社会的な関係に入り,それを遊び的に試みる｡遊びの
監督下に拘わらず,児童は造形の自由を持つ｡遊びの場
所,材料,相手を自分で選び,考えに従い遊ぶ｡
･組立と構成遊びにおいて,自分の試みで児童は新しい組
立と構成の技術を習得し,その際物理学的な合法則性を
知り,魅惑と忍耐を持って,いろいろな力学的機能を試
みる｡教授学的遊びは児童に,規則に合った行為を練習
し問題を自分で解決する可能性を開く｡
･絵画,造形,音楽,踊りによって,児童は世界観と感情
を表現でき,独自の方法を見つけうる｡その際,造形の
考え,アドリブ,表現形態が許され,価値評価され,支
援されることを経験する｡
･児童は,-El中,絵画,歌う,踊りの可能性を持ってい
る｡これに,響きを作るまた踊りの表現の為に,いろい
ろな素材,楽器と対象が使える.
･遊び,造形及び実験を独自の衝動によって主導し拡大す
る事象に関係する活動に,遊び友達を支える児童教育教
員が立ち合う｡白紙,生態系,環境,技術,歴史などか
ら興味ある気に入った材料がいろいろなテーマに利用さ
れる｡自分の行為で児童は生物学物理学的合法則性に関
する最初の認識を得る｡日々の耽れが,児童に,自然,
身の回り,事物の知識から様々なテーマを扱い,そして,
実験を行うことの時間と機会を与える｡児童は質問を立
てる機会を持ち,問題を真面目に取り発見の喜びを認め
てくれる児童教育教員に出会う｡長期に計画された活動
とプロジェクトにおいて児童は問いを互いに立てうるし,
興味を追い求めうる｡
バイエルン邦の科学教育を含む領域 ｢自然科学 ･
技術陶冶｣の目標 ･内容は,他の領域とは異なる特
性を挙げ,さらに3つの小領域 ｢化学と物理｣｢生
物｣｢技術｣毎に行動 (目標)と対応する内容を記
している｡一方,チューリンゲン邦の科学教育を含
む領域 ｢遊び,造形及び実験｣では,児童の発達に
寄与する活動の一つが,科学教育の活動と関係する
とする程度であり,具体的に目標 ･内容を示してい
るものでない｡
なお,バイエルン邦の幼稚園教育要領では,衣
10のように,領域 ｢自然科学 ･技術陶冶｣で3歳
から6歳児が興味を示すと見なす12テーマが,示
されている｡
表10 バイエルン邦幼稚園教育要領に示されている領域 ｢自然科学 ･技術陶冶｣の3歳から6歳児が興味を
示すと見なす12テーマ
テーマ領域 児童が興味を示す各側面
1 空気と気体 空気の気づき 1
空気の必要性 2
空気の特徴 3
空気抵抗 4
空気の動き 5
空気の要素 6
気体としての空気 7
他の気体 8
2 水と液体 人間,動物,植物にとって生命に重要な水 9
ものと生き物の浮くこと 10
水の抵抗とそれに打ち勝つ方法 ll
液体としての水 12
液体の基本特性 13
水と混ぜる混ざる 14
3 熱さと寒さ ものの加熱と冷却 15
熱さと寒さの影響 16
熱伝導 17
温度測定の簡単な形 18
4 光と影 自然光源と人工光源 19
光の透過と影 20
光の屈折 21
光の反射と鏡 22
5 色 自然における色の機能 23
光による色の生成 24
スペクトルと色の合成 25
色の混合と分離 26
色のなくなり 27
6 普,音色,音楽 自然における音色 28
音色生成のいろいろな方法 29
音の大きさの機能と作用 30
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7 磁気 磁力の理解 32
磁気を持つもの 33
磁石の利用 34
磁石の引き合いと反発 35
磁力の強さ 36
磁気の遮蔽 37
地球の南北 38
コンパスの扱い (地図の利用) 39
8 電気 電荷 40
引き合いと反発 41
発電と伝搬 42
電気の蓄積-電池 43
電池の形,機能,作用 44
導体と絶縁体 45
簡単な回路 46
電気接続 47
電流から光と熱への変化 48
9 力と技術 力の作用 (重力,浮力,摩擦) 49
建築物の構造 50
いろいろな原動力の様式 51
10 運動と釣り合い 自分の動きを知りコントロールする 52
遊動に必要なものとしてのエネルギー 53
運動の伝動 54
不可能な遊動 55
斜面 56
釣り合いを知りコントロールする 57
天秤の機能と利用 58
ll 生き物 (人間,動物,植物) 生き物の特徴 (生命のあるなしの区別) 59
いろいろな生き物の区別 60
誕生,成長,死 61
いろいろな人間の個性と共通性 62
人間の感覚体系 63
いろいろな動植物の生きている場所の特徴 64
.動植物の生きている場所への適応 65
いろいろな生命形態の特徴 66
動植物の増殖 67
動植物の分類 68
食物連銀 69
12 地球 季節と天気 70
地球の水循環 71
地表の形 (海,良,山脈,砂浜,雨林,極地) 72
いろいろな大陸,国と気象 (そこに住んでいる人間,動植物) 73
自然物と人工物を知り加工する 74
太陽と月の意味 75
自転と公転 76
太陽系内の地球 77
77をも数える項 目は,多 くが簡単な実験などを
含む内容項 目の例示という性格を持ち,物理や化学
の分野を取 り扱うことを奨励することになっている｡
日.3.内容の取扱い
具体的な内容の取扱いに関しては,教育要領でど
の程度,指示されているのであろうか｡
バイエルン邦では,表10に引き続 き,事例的に,
テーマ ｢空気 と気体｣に関する一連の7実験が示さ
れている｡それぞれ,題目 ･該当年齢,目標,材料,
方法,年齢に即するための留意点が記されているが,
題 目と該当年齢だけを抜粋すれば,表11である｡
表11 バイエルン邦幼稚園教育要領に示 されてい
る領域 ｢自然科学 ･技術陶冶｣の内容の取扱い
例示
テーマ ｢空気と気体｣に関する一連の実験o
実験1:空気は本当にあるの (4歳児から,また興味を持
つた3歳児にも)
実験2:肺には空気がどれほどあるのか (3歳児から)
実験3:ロウソクを消す (4歳児から)
実験4:どのロウソクが早く消えるか?(4歳児から)
実験5:空気は何からなるの?(5歳児から)
実験6:ミネラル水を作ろう (5歳児から)
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チューリンゲン邦では,具体的な目標 ･内容が示
されていなかったので,内容の取扱いも教育要領に
おいて述べられていない｡この考え方は,表12の
ように,意図的なものである｡
表12 チューリンゲン邦幼稚園教育要領に示され
ている内容の取扱いに対する考え方
総括的にまとめられる:意織的に,具体的な行動の勧告
(konkreteHandlungsempfehlungen)を無視しているo関
係者全ての創造性と各児童施設の個性が児童教育の質を決
定的に決めるo国の基準目録で挙げられている質基準を満
たすことが,児童施設の施設者,共同研究者,両親,顧問
の安住であるo求められた質を基礎に,施設に相応しい教
lV.おわりに
本稿は,筆者の先行研究成果の発展,つまり,磨
史 ･比較の視座に立ち,16邦の中から旧西 ドイツ
地区 ･バイエルン邦と北隣の旧東 ドイツ地区 ･チュ
ーリンゲン邦とに焦点を当て, ドイツの就学前教育
段階 (幼稚囲)における科学教育の現状を,いわば
幼稚園法,教育要領などを手がかりにして,明らか
にしてきた｡
まず,歴史の視座からは,1980年代中頃から今
日の2000年初頭の20年程度の時代の流れの中で,
旧西 ドイツ地区 ･バイエルン邦の幼稚園における科
学教育は,領域 ｢環境 ･事象との出会い｣の中で行
われていることから独立した領域 ｢自然科学技術の
陶冶｣へと変化してきていると,いえる｡
次に,比較の視座からは,旧東 ドイツ地区のチュ
ーリンゲン邦の就学前教育段階 (幼稚園)の科学教
育は,初等科学教育が旧西 ドイツ地区で南隣のバイ
エルン邦に依ったこといわば西 ドイツ化があったこ
ととは異なり,独自の道を進んできているといえ
る｡
青少年大臣会議と文部科学大臣会議が各邦での幼
小連携の模索,幼稚園における教育機能の注目など
を目指し共通大綱を決めたにも拘わらず,バイエル
ン邦とチューリンゲン邦との就学前教育段階 (幼稚
園)の科学教育は,科学教育を含む領域,目標,内
容,内容の取扱いなど,様々な点で異なっていた｡
しかし,チューリンゲン邦の就学前教育段階 (幼稚
園)の科学教育を含む領域名で,実験が含まれ,バ
表13 邦政府に言忍定された児童教育教員養成,
イエルン邦では内容やその取扱いの例示で多くの実
験が示されていることで分かるように,共通点とし
て,科学教育の特徴的な実験活動の推奨があるとい
える｡そして,内容的には,物理や化学分野を多く
扱うことに至るものである｡
これらの変化などは, ドイツの生徒の (科学を含
む)学力が,近年の様々な国際比較において,芳し
くないことから影響を受けているのであろうか ?例
えば,分岐型中等学校,学校の半日制,邦毎の教育
内容の違いなどに向かい,議論百出となった｡就学
前教育段階 (幼稚囲)の見直し,教育要領改訂など
の変化が多くの邦でなされているのも,pISAショ
ック,OECDのPISA (ProgrammeforIntemational
StudentAssessment,学習到達度調査)2000年調査
結果の影響だといわれる｡しかし,邦間比較では成
績が良く問題のなかったこともあるが,バイエルン
邦は幼稚園教育要領改訂の説明 (バイエルン邦文部
科学省両親雑誌2002年4号,｢小さい人々に対する
重要な計画｣14')で,｢国際的に見れば,90年代初以
級,揺れ戻しがある｡つまり,多くの国は,児童の
陶冶段階として就学前の時期が重要であることを,
認めてきた｡その為に,陶冶計画が既にノールウエ
ー,ニュージランド,スエーデン,イギリスで存在
している｡ ドイツでは,バイエルン邦が,PISA
(学習到達度調査)結果が出るより以前に,この方
向で一歩を進めた最初の邦である｡｣と述べ,PISA
からの影響を否定している｡
では,幼稚園教員養成では,変化に対応している
のであろうか ?表13は,バイエルン邦政府とチュ
ーリンゲン邦政府に認定された児童教育教員養成機
関の規定15･16'から,目的 ･入学条件 ･期間と段階
区分 ･科目を対比的にまとめたものである｡
バイエルン邦の養成機関の目的でもわかるよう
に,いわゆる幼稚園教諭だけでなく,保育所保育士
やその他の社会福祉分野の教育系職員養成に当たっ
ているので,児童教育教員と訳出しておく｡なお,
ドイツの幼稚園における,いわば広義の教育系職員
(Erzieher)には,児童教育教員 (幼稚園教諭 :
Kindergartnerin,Erzieher)の他に,社会教育主事
(sozialpadagogen),看護士 (Kinderpfleger)と訳
出できる職員も働いている｡
バイエルン邦とチューリンゲン邦との場合
バイエルン邦 チューリンゲン邦
養成機関 社会福祉教育.専門アカデミー 社会福祉教育.専門学校
FachakademieftirSozialpadagogik FachschulefirSozialpadagogik
目的 (1)専門アカデミー は,保育所,幼稚臥 学童保育所, 修了証でもつて邦の認定が授与されるo職業名称 ｢邦
ハイム,年少労働者施設,また,その他の社会福祉 政府に認定された児童数育教員 (Staatlichanerkannter
分野で,教育系職員 (Erzieher)として,自立的に Erzieher/StaatlichanerkannteErzieherin)｣を使う資
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(2博門アカデミー の教育と職業実習との修了でもつて,職兼名称 ｢邦政府に認定された児童教育教員｣が授与されるo
入学条件 1.中級学校修了証 1.実科学校修了証か同等の教育修了証
2.a)少なくとも正規養成期間が2年間である社 および
会福祉,教育,巷談,リハビリに関する職業教育の 2.少なくとも2年間の関連職業教育の修了証
修了 少なくとも2年間の学校/職業的予備教育が,証明さ
あるいはb)邦の認定した職種における職業教育の修了,及び,邦の省によって出された要綱に従った社会福祉教育機関における1年間の実習の修了C 省によって出された要綱に従った社会福祉教育機関における2年間の実習の修了d 少なくとも4年間の関連した職業での従事e 一人 低年齢児が家庭にいる間に少なくとも4年間の自律的な家庭経営3.志願者が社会福祉教育者の仕事に適切であると証明する (3ケ月以内)健康診断書 提出 れねばならないo
期間と段階区 教育は昼間で通常3年間,定時制では最大6年間で 教育は昼間で3年間にわたる.最初の2年間 (第1期)
分 あるo区分は,1.社会福祉教育のための専門アカ では,全日授業の主として理論的な教育がなされるo
デミ-での全日授業で2年間あるいは定時制で4年間, 3年目 (第2期)では,専門学校の定時制授業によっ
次項に従えば3年間にわたる主として理論的な教育, て後援される社会福祉分野 (教育施設)における職業
2.専門アカデミー によって後援された昼間で12ケ月間あるいは定時制で24ケ月間の職業実習,に分かれるo 実習が行われるo
科目 必修科目:教育学/心理学/巷談教育学,社会理論 必修
/社会学,数学 .自然科学,生態学/健康教育,法 普通教育分野 :ドイツ語/コミュニケーション,外国
律と租税,文学/メディア教育,英語,ドイツ語, 請,数学,法律 .行政,社会,社会経営専門教育分野 :
宗教学/宗教教育,会話指導を含む実践方法論,芸術. 職業倫理,運動教育,生物学/公衆衛生,社会教育実
児童教育教員になろうとする学生は,バイエルン
邦では自然科学を,チューリンゲン邦では生物学を,
必修科目として学ぶ｡しかし,新しい動きである就
学前教育段階 (幼稚園)における実験の推奨,物理
や化学分野の重視に充分に対応 しているとはいえ
ず,将来の課題として浮上することと考えられる｡
なお,本論文は,日本理科教育学会第55回全国
大会 (平成17年8月4日,鳴門教育大学)におい
て口頭発表した内容に,基づいたものである｡
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